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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成24年9月20日(2012.9.20)

【公開番号】特開2010-42985(P2010-42985A)
【公開日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-008
【出願番号】特願2009-168627(P2009-168627)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/63     (2006.01)
   Ｂ２２Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｃ   1/02     (2006.01)
   Ｂ２２Ｃ   9/06     (2006.01)
   Ｂ２２Ｃ   9/10     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  26/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/14     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/00     (2006.01)
   Ｃ０４Ｂ  35/622    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/057    (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/544    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ  35/00    １０９　
   Ｂ２２Ｃ   1/00    　　　Ｇ
   Ｂ２２Ｃ   1/02    　　　Ｚ
   Ｂ２２Ｃ   9/06    　　　Ｄ
   Ｂ２２Ｃ   9/10    　　　Ｑ
   Ｃ２３Ｃ  26/00    　　　Ａ
   Ｂ０５Ｄ   7/14    　　　Ｚ
   Ｃ０４Ｂ  35/00    　　　Ｗ
   Ｃ０４Ｂ  35/00    　　　Ｅ
   Ｃ０８Ｋ   5/057   　　　　
   Ｃ０８Ｌ  83/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/544   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月3日(2012.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周期律表４Ａ族の金属アルコキシド、周期律表４Ｂ族（炭素を除く）の金属アルコキシ
ド、周期律表３Ａ族の金属アルコキシド、周期律表３Ｂ族の金属アルコキシド、およびこ
れらの部分加水分解物の群から選ばれた少なくとも１種の金属アルコキシド類と、アルカ
リ金属のアルカリ化合物および／またはアルカリ土類金属のアルカリ化合物とを含むアル
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コール溶液のアルコールを乾燥除去して得られる組成物。
【請求項２】
　上記金属アルコキシド類が一般式ＲｍＳｉ（ＯＲ）４－ｍ（ただし、式中Ｒは互いに同
じかあるいは異なる炭素数１～６のアルキル基、炭素数６～８のアリール基、炭素数２～
６のアルコキシアルキル基または炭素数７～１２のアリールオキシアルキル基であり、ｍ
は０～３の整数である）で表される珪酸エステルおよびアルキル珪酸エステル、ならびに
これらの部分加水分解物から選ばれた１種または２種以上の珪酸エステル類である請求項
１に記載の組成物。
【請求項３】
　上記アルカリ金属のアルカリ化合物が、ナトリウムアルコラートまたはその水酸化物で
ある請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　上記アルコール溶液中のアルカリ金属のアルカリ化合物および／またはアルカリ土類金
属のアルカリ化合物の含有量が、アルカリ金属および／またはアルカリ土類金属換算で、
６～２０重量％である請求項１～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　上記アルコール溶液中の金属アルコキシド類の含有量が、金属酸化物換算で、２～３０
重量％である請求項１～４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　上記アルコール溶液中に有機アミン化合物を含み、有機アミン化合物の含有量が、金属
アルコキシド類に対して、１～１０重量％添加された請求項１～５のいずれかに記載の組
成物。
【請求項７】
　上記アルコール溶液中に無機質微粒子を含む請求項１～６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の組成物を大気中、真空下、不活性ガス雰囲気のいずれ
かにおいて加熱して得られる組成物。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれかに記載の組成物を大気中、真空下、不活性ガス雰囲気のいずれ
かにおいて加熱し、アルカリ金属またはアルカリ土類金属の沸点以上の温度まで加熱し、
アルカリ金属またはアルカリ土類金属を除去して得られる組成物。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれかに記載の組成物を空気混合アトマイズ、あるいはプラズマ溶射
で粒末状とした組成物。
【請求項１１】
　請求項１～７のいずれかに記載の組成物と砂を含む組成物。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれかに記載の組成物、耐火物粒およびバインダーとしての有機高
分子材料を混合して成形し、加熱して、耐火物成型品を得る方法。
【請求項１３】
　金属表面上に、周期律表４Ａ族の金属アルコキシド、周期律表４Ｂ族(炭素を除く）の
金属アルコキシド、周期律表３Ａ族の金属アルコキシド、周期律表３Ｂ族の金属アルコキ
シド、およびこれらの部分加水分解物の群から選ばれた少なくとも１種の金属アルコキシ
ド類と、アルカリ金属のアルカリ化合物および／またはアルカリ土類金属のアルカリ化合
物とを含むアルコール溶液を付着させ、
　次に金属の表面上で、該アルコール溶液のアルコールを乾燥除去し、
　該乾燥除去して得られる組成物で皮膜されたことを特徴とする皮膜金属を鋳型として、
溶融金属を鋳造する方法。
【請求項１４】
　金属表面上に、周期律表４Ａ族の金属アルコキシド、周期律表４Ｂ族（炭素を除く）の
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金属アルコキシド、周期律表３Ａ族の金属アルコキシド、周期律表３Ｂ族の金属アルコキ
シド、およびこれらの部分加水分解物の群から選ばれた少なくとも１種の金属アルコキシ
ド類と、アルカリ金属のアルカリ化合物および／またはアルカリ土類金属のアルカリ化合
物とを含むアルコール溶液を付着させ、
　次に金属の表面上で、該アルコール溶液のアルコールを乾燥除去し、
　該乾燥除去して得られる組成物で皮膜されたことを特徴とする皮膜金属を得る方法。
【請求項１５】
　請求項１４に方法により得られる皮膜金属を、大気中、真空下、不活性ガス雰囲気のい
ずれかにおいて加熱し、アルカリ金属またはアルカリ土類金属の沸点以上の温度まで加熱
し、アルカリ金属またはアルカリ土類金属を除去して得られる、皮膜金属を得る方法。
【請求項１６】
　請求項１～１１のいずれかに記載の組成物を、有機高分子材料を形成するモノマーおよ
び／またはポリマーに添加し、該組成物と有機高分子材料との複合物を得る方法。
【請求項１７】
　請求項１～１１のいずれかに記載の組成物を、耐火物粒と混合し、加熱して耐火物を得
る方法。
【請求項１８】
　請求項１～１１のいずれかに記載の組成物を金属の表面に塗布し、溶融状態の組成物と
して金属表面の耐酸化性、耐食性皮膜を形成する方法。
【請求項１９】
　請求項１～１１のいずれかに記載の組成物を金属の表面に塗布し、大気中、真空中、不
活性ガスのいずれかの雰囲気でアルカリ金属またはアルカリ土類金属の沸点以上の温度に
加熱し、アルカリ金属またはアルカリ土類金属を除去した組成物として金属表面に耐酸化
性、耐食性皮膜を形成し、熱間成形、熱処理作業中のスケール発生を防止する方法。
【請求項２０】
　芳香族化合物を繰り返し単位とする重合物を含む素材を、酸素存在下、高温加熱した際
に生じる黒色の煤状物質または黒色タール状物質の発生を抑制する抑制方法であって、
　下記（Ａ）または（Ｂ）処理を施す抑制方法。；
　（Ａ）該素材を加熱する前に、周期律表４Ａ族の金属アルコキシド、周期律表４Ｂ族(
炭素を除く）の金属アルコキシド、周期律表３Ａ族の金属アルコキシド、周期律表３Ｂ族
の金属アルコキシド、およびこれらの部分加水分解物の群から選ばれた少なくとも１種の
金属アルコキシド類と、アルカリ金属のアルカリ化合物および／またはアルカリ土類金属
のアルカリ化合物とを含むアルコール溶液のアルコールを乾燥除去して得られる組成物を
、（ａ１）該素材に添加する、または（ａ２）該素材の表面に付着させる。
　（Ｂ）該素材を加熱する前に、周期律表４Ａ族の金属アルコキシド、周期律表４Ｂ族(
炭素を除く）の金属アルコキシド、周期律表３Ａ族の金属アルコキシド、周期律表３Ｂ族
の金属アルコキシド、およびこれらの部分加水分解物の群から選ばれた少なくとも１種の
金属アルコキシド類と、アルカリ金属のアルカリ化合物および／またはアルカリ土類金属
のアルカリ化合物とを含むアルコール溶液を、（ｂ１）該素材に添加する、または（ｂ２
）該素材の表面に付着させ、その後、該アルコール溶液のアルコールを乾燥除去する。
【請求項２１】
　芳香族化合物を繰り返し単位とする重合物が、フェノール樹脂またはポリウレタン樹脂
であり、
　素材中の芳香族化合物を繰り返し単位とする重合物の含有量が、１０質量％以下であり
、
　高温加熱が４００℃以上の加熱であり、
　前記（Ｂ）の（ｂ２）処理を施す、請求項２０記載の抑制方法。
【請求項２２】
　鋳型用である、請求項１～１１いずれかに記載の組成物。
【請求項２３】



(4) JP 2010-42985 A5 2012.9.20

　周期律表４Ａ族の金属アルコキシド、周期律表４Ｂ族(炭素を除く）の金属アルコキシ
ド、周期律表３Ａ族の金属アルコキシド、周期律表３Ｂ族の金属アルコキシド、およびこ
れらの部分加水分解物の群から選ばれた少なくとも１種の金属アルコキシド類と、アルカ
リ金属のアルカリ化合物および／またはアルカリ土類金属のアルカリ化合物とを含むアル
コール溶液と鋳型用の耐火物粒とを混合した後に乾燥してアルコールを除去して得られる
鋳型用の組成物。
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